









南極での研究プロジェクト，第 期（ - 年度）の「南極大気・物質循
環観測」，第 期（ - 年度）の「南極域における地球規模大気変化観























































わたるものであった．南極地域観測の中では， 年度~ 年度の，第 次日本南極地
域観測隊（以下，第~次隊）から第 次隊による「南極大気・物質循環観測」， 年度~
年度，第 - 次隊による「南極域における地球規模大気変化観測」が中心となった






















































































































































































































項目③については，再び第 次隊による回収気球実験が 年 月~ 年 月にか
けて計 回実施され，厳しい条件ながら気球の回収に成功し，試料を得ることができた（菅
原ほか， )．各種温室効果気体， ?， ? ?比および各同位体比の分析が進められた．






































































































































第 - 次隊は，変則的であるが第 期 カ年計画として，極地研の大学共同利用機関
法人としての カ年の中期計画と同期させる（終了年度を同じ区切りにする）べく，予算























は前年の地球物理観測に続き， 年 月~ 年 月にかけて日本―ドイツ共同の航


















































































































































年 - 月には，再度 と共同で，前述の同航空機 機を使った「北極対流圏エア
ロゾル雲放射総合観測（ )」を実施した．スバールバル・ロングイヤー空港を
拠点に 回の飛行観測を行った．航空機による散乱係数，吸収係数とも汚染の度合いが高







































































?江崎雄治・平沢尚彦・林 政彦・山内 恭（ )南極昭和基地における地上オゾン急減現象





















林 政彦（ ) による対流圏・成層圏エアロゾルの観測．エアロゾル研









?平沢尚彦・原圭一郎（ )第 次南極地域観測夏隊の 航空拠点における活動報告―日独共
同航空機観測に関連して―．南極資料， ， - ．
?平沢尚彦・藤田耕史（ )ドームふじにおける放射観測．南極資料， ， - ．
?平沢尚彦・藤田耕史（ )シーロメータにより観測されたドームふじの雲・降雪の鉛直分布と




平沢尚彦・尾塚馨一・林 政彦・船木 實（ )北海道紋別市で行った大気観測における無人




























?岩坂泰信・長田和雄・林 政彦・長谷正博・宇井啓高・山内 恭・深津 徹・橋田 元（ )南
極・昭和基地で観測されたエアロゾル粒子サイズ―数濃度の変動― .第 回極域気水圏シ










?気象庁（ )南極気象資料 年―第 次日本南極地域観測隊昭和基地及びドームふじ観測
拠点．東京（ ）．
?木津暢彦・金濱 晋・鎌田浩嗣・上野圭介・長井勝栄（ )第 次南極地域観測隊気象部門報

































報告， - （宇宙航空研究開発機構研究開発報告 ）．
?森本真司・浅野 比・青山朋樹・吉見英史・内田洋子・望月隆史・岩淵真海・水野大治・堤 雅
基・本田秀之・飯嶋一征・吉田哲也・山内 恭・和田 誠（ )小型クライオサンプラー





































?長田和雄・林 政彦・塩原匡貴・原圭一郎・和田 誠・橋田 元・森本真司・矢吹正教・山内 恭





?佐藤 薫（ )南極昭和基地の気象．天気， ， - ．
?佐藤 薫・冨川喜弘・橋田 元・門倉 昭・麻生武彦・山内 恭・並木道義・松坂幸彦・山上隆
正・村田 功・中島英彰・杉田?史（ )気球および衛星観測に基づく南極オゾン層回復
























































?和田 誠・猪原 哲・芝 治也（ )第 次南極地域観測隊航空機大気観測報告 - ．




















?山内 恭・和田 誠（ )無人航空機観測用超小型高能率大気サンプリングシステムの開発．
平成 年度科学研究費補助金（基盤研究( )()）研究成果報告書（研究課題番号 )．
［東京］，［国立極地研究所］，
-












?山内 恭・平沢尚彦・林 政彦（ )「南極大気・物質循環観測」の開始．天気， , - ．
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-
?
-
-
-
?
-
?
-
?
?
-
?
?極域大気・物質循環研究」の系譜
